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The life history of Porphyra tenuiPedalis is different from the other speeies of Por-
phyra. It is characterized by developing directly into thalli from conchocelis filaments. 
The writers observed pit-connections existing between the cells of 1-3 celled leafy germlings 
which developed directly from conchocelis filaments， but the pit-connections disappeared 
after the germlings grew into 4 celled bodies. Each cell of the one to three celled germlings 
are different in size. They grow into multiseriate leafy thalli through uniseriate cell bodies. 
The conchosporangia formed in most species of Porphyra have pit-connections between the 
cells of the conchosporangia， therefore 1-3 celled leafy germling in the present species are 
considered homologous to conchosporangia. Consequently， the present species does not form 
ordinary conchosporangia. 
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カイガラアマノリ (PorphyratenuiPedalis MIURA) 

は，葉状体が糸状体から直接発育し，アマノリ属の他

の種と違って殻胞子褒おぴよ殻胞子の形成は認められ

ないと述べられている (MIURA1961). 

同様の葉状体の発育は P.cuneiformisについて

KRISHNAMURTHY (1969)によって報告されている。

アマノリ属の糸状体の細胞聞には原形質連絡が存在

することがROSENVINGE(1931)， DREW (1954)， TSENG 

and CHANG (1955)， KRISHNAMURTHY (1959)， MI-

GITA (1967)， BOURNEet al. (1970)， LEEand FULTZ 

(1970) ，鬼頭 (1978)などによって確認されている。

なお ROSENVINGE(1931)， DREW (1954)， TSENG and 

CHANG (1955)， MIGITA (1967)および鬼頭 (1978)

などは糸状体の細胞間だけでなく，殻胞子獲の細胞間

にも存在することを確認し，また図示している。

筆者等はカイガラアマノリの細胞学的研究の過程に

おいて糸状体から直接発育する葉状体幼芽に原形質連

絡が存在することを発見したので以下に報告する。

材料と方法

本研究は東京水産大学藻類増殖学講座に分離保存さ

れているカイガラアマノリ PorphyratenuiPedalisの

フリー糸状体をもちいてなされた。温度 23・C，10時

間陪期， 14時間明期 (4001ux)で培養保存されていた

無基質糸状体を 15・C，10時間明期 (6000-7000lux) ， 

14蒋間暗期の短日低温条件の恒温培養庫内に移し，底

部に通気孔をもっ 11用フラスコを用いて送気培養す

ることによって，糸状体から葉状体を直接発芽させたか

発芽後1細胞期から10数細胞期まで固定を行った，ま

た葉状体が成熟してから，葉状体の果胞子畿の部分を

すりつぶし，母藻から離脱した果胞子をスライトグラ

スに播種し，乾燥しないように固着させて，上述の短

日低温条件下で静置培養を行なった。果胞子は発芽管

を形成した。

上述の葉状体の発芽体と果胞子発芽管および糸状体

をカルノアの酢酸・アルコール液をもちいて固定し，
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Figs. 1-8. Germlings and young thallus of Porphyra lenuipedalis. 1，2. Pit-connection existing in 

the leafy germling of 1 cell stage， an arrow indicates the pit-conn巴ction; 3，4. Pit-connection existing 

in the leafy germling of 2 cell stage; 5. Pit-connection existing in the leafy germling of 3・cell stage; 

6，7. Pit-connection existing among th巴 cell of leafy germling of 2 cell stage and between the leafy 

germling and conchocelis filament; 8. Young thallus of 4 cell stage; 
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Figs. 9-13. Young thalli and conchocelis of POγthyra tenuitedalis 

・9.Young thallus of 5 cell stage; 10. Yuung thallus of 6 cell stag巴;11，12. 

Pit-connection formed after germination of carpospore; 13. Pit-connection 

existing in the filament of conchocelis. 

その材料はいずれも WITTMANN氏液(酢酸欽ヘマト

キシリン抱水クロラ ーノレ液)で染色の後観察した。培

養液には PES(PROVASOLI 1968)を用いた，PESの

調製には伊豆大島沖の黒潮流域で採水し保存した海水

をグラスフ ァイパ ーフィ ノレタ ー (WI-IATMAN，G 

F/C)で泌過し，成分を 33%。に調製後，加熱力11圧滅

菌 (120.C， 1気圧，20 min) しでもちいた。培旋液

は2EIにl回の割合で交換した。

結果 と 考察

カイガラアマノ リの1!lfi基質糸状体を 10L: 14 D， 

6000~7000 lux， 15.Cの短日低温条件下で培養すると，

約1O~20数 日後に糸状体の糸条の末端あるいは側面に
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球形または精円形の膨脹部分が形成された。この膨脹

部分は分裂生長して，単列細胞体を経て多列細胞体と

なり最後には30-40cm以上の葉状体に生長するが無

基質条件下では3細胞までは著しく不均等な大小の細

胞からなっている (Figs.1， 3， 5， 6). この発芽体を固

定し染色し観察したところ発芽体と糸条の連接する部

分に原形質連絡の存在が確認された (Figs.1，2)。ま

た2-3細胞からなる発芽体の細胞聞にも原形質連絡

が確認された (Figs.3，4，5)， 2 -3細胞期の発芽体

の細胞相互間の原形質連絡は糸状体の糸条細胞聞のも

のより顕著で大きい (Figs.6， 7)，上述の発芽体が4

細胞以上の細胞からなる単列細胞体に分裂生長すると

1-3細胞期の細胞に形成されていた細胞聞の原形質

連絡が消失してしまう，以後分裂生長が進んe多列葉
状体に発達するが原形質連絡が形成されることはない

(Figs. 8， 9， 10)。

一方，上述の葉状体が生長して30-40cm以上に達

し，成熟して滋離した果胞子を培養し，その発芽体及

び分裂生長した糸状体糸条細胞について原形質連絡を

観察した，果胞子の発芽体においては原胞子腔が発

芽管と連絡する部分に顕著な原形質連絡が存在した

(Figs. 11， 12)，分裂生長後の糸条細胞問には常に原形

質連絡が存在することが確認された (Fig.13)。

殻胞子護を形成するアマノリ属植物の種類では殻胞

子褒の細胞間および糸条体の糸状細胞閑には原形質連

絡が存在する(ROSENVINGE1931， DREW 1954， TSENG 

and CHANG 1955， MIGITA 1967，鬼頭 1978)。本研究

で観察したカイガラアマノリでは糸状体の糸条細胞か

ら直接生じた 1-3細胞からなる葉状体幼芽には本来

糸状体期の糸条細胞に特有の原形質連絡が存在し，そ

の発芽体の細胞は球形又は楕円形で大きさ形状は4細

胞期以後の単列細胞とは著しく相呉する。なお又1

-3細胞期の発芽体に認められた原形質連絡は4細胞期

以後には完全に消失し，発芽体は以後分裂生長して多

列葉状体になる.4細胞期以後には 1-3細胞J切に存

在していた原形質連絡が完全に消失してしまう機構に

ついては全くわからない。しかし3細胞期までの発芽

体が原形質連絡をもち，その上形態的にもいわゆる禁

状体の形とも異なることは3細胞期までの葉状体幼芽

は殻胞子褒と相同の関係にあることを示しているもの

と思われる.その葉状体幼芽からは殻胞子の形成や放

出は勿論認められなかった。

KRISHNAMURTHY (1969)は P.cuneiformisにお

いて葉状体が糸状体から直接発生することを観察した。

この場合においては殻胞子裂は殻胞子を放出しないで

そのまま葉状体へ発生してゆくかあるいは胞子護全

体が葉状体幼葉に変成すると推測した。しかし，P. 

cuneiformisではこれらの発芽体について原形質連絡

の有無について観察されていないので確認はできない

けれども，カイガラアマノリと同じように殻胞子褒に

相同の禁状体幼芽から業状体が発生するものと考えら

れる。
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